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＜聖書からのメッセージ＞ 
キリストは神のかたち   

ｂｙ エレミヤ 

 

〔聖書箇所〕コロサイ人への手紙1:15 

1:15 御子は、見えない神のかたちであり、造られた

すべてのものより先に生まれた方です。 

 

聖書の中心人物はイエス・キリストです。し

ばらく、この方について聖書から学んでいけた

ら、と願っています。本日は、タイトル通り、

「キリストは神のかたち」ということを見まし

ょう。冒頭の聖書箇所の「御子は、見えない神の

かたちであり」との記述を考えてみましょう。まず、

御子とは、イエス・キリストのことです。さて、

「神のかたち」とはどのような意味合いなのでしょ

う？「かたち」とは英語で、“image”と訳され

ます。イメージキャラクターのイメージという

ことばです。今流行のご当地イメージキャラク

ターは、形にしづらいその地方の特色を見える

形にし、それをもって他の地方の人や観光客に

アピールします。たとえば、奈良には、「せん

と君」というイメージキャラクターがいるとの

ことです。そのせんと君のイメージ図を見ると、

仏像に鹿の角が生えているキャラクターのイメ

ージです。なるほど、このイメージを見れば、

まだ一度も奈良に足を運んだことのない人でも、

奈良は大仏で有名なところ、また、鹿でも有名

な所なんだと、その地のイメージがしっかりつ

かめるわけです。このようにイメージ（かた

ち）を通して、まだ見たことのない人にその地

の特徴を示すことが可能なのです。 

 

さて、人間は誰も神を見たことがありません。

したがって、我々が神を知ることはできない、

神が分からないのも仕方がないという面が、少

しあるかもしれません。そのことは神も分かっ

ておられ、それゆえ神は、私たちが理解できる

よう、神はどのようなお方か、我々がイメージ

をつかめるよう配慮し、方法を用意した、とい

うことがこの箇所の言わんとしていることなの

です。その方法とは、神のかたち（イメージ）
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である、一人の特別な人、イエス・キリストと

いう人を用意するという方法である、それがこ

の聖書箇所の言っていることなのです。それで

神がどのような方であるか、真に理解したいと

願っている人は、イエス・キリストを通して、

見えない神をあたかも見るように、理解するこ

とができる、そういう意味合いなのです。 

 

このことをもう少し突き詰めて聖書の他の箇

所では、以下のようにも語られています。 

 

〔聖書箇所〕ヨハネの福音書14:8,9 

14:8 ピリポはイエスに言った。「主よ。私たちに父を

見せてください。そうすれば満足します。」 

14:9 イエスは彼に言われた。「ピリポ。こんなに長い

間あなたがたといっしょにいるのに、あなたはわたし

を知らなかったのですか。わたしを見た者は、父を見

たのです。どうしてあなたは、『私たちに父を見せてく

ださい。』と言うのですか。 

 

ここで語られている「父」とは、父なる神、す

なわち神様のことです。そしてここでは、イエ

スご自身がキリストを見た者は、じつは「父

（神）」を見たのである、と語っておられます。で

すので、キリストという方の非常に特別な意味

合いに関して、是非理解してください。繰り返

しますが、キリストを見ること、それはそのま

ま見えない神を見たことになると聖書は語って

いるのです。こう聞いて私たちがこのような言

葉を理解するか、はたまた、信じるかどうか、

それはまた別として明らかに聖書はそのように

述べているのです。 

 

したがって、我々は目に見える人の姿をとっ

て、我々の間に現れたイエス・キリストという

人を通して、神をリアルに理解できるのです。

我々の目には見えず、したがって憶測と想像の

中にしか存在しないはずの、この神という方を

キリストを見ることにより、リアルに理解し、

悟り、見ることができるのです。 

 

さて、もしこのことばが本当なら、（私は本

当だと信じているのですが）そのイエス・キリ

ストは一体どういう人だったのでしょうか？私

たちはイエス・キリストを通して具体的に神の

どのような面、性質を見ることができるのでし

ょうか？その例は聖書に沢山書かれているので

すが、本日は以下の福音書に書かれた出来事を

通して、イエスの性質を見てみましょう。 

 

〔聖書箇所〕ヨハネの福音書8:3-11 

8:3 すると、律法学者とパリサイ人が、姦淫の場で

捕えられたひとりの女を連れて来て、真中に置いて

から、 

8:4 イエスに言った。「先生。この女は姦淫の現場で

つかまえられたのです。 

8:5 モーセは律法の中で、こういう女を石打ちにする

ように命じています。ところで、あなたは何と言われ

ますか。」 

8:6 彼らはイエスをためしてこう言ったのである。そ

れは、イエスを告発する理由を得るためであった。し

かし、イエスは身をかがめて、指で地面に書いてお

られた。 

8:7 けれども、彼らが問い続けてやめなかったので、

イエスは身を起こして言われた。「あなたがたのうち

で罪のない者が、最初に彼女に石を投げなさい。」 

8:8 そしてイエスは、もう一度身をかがめて、地面に

書かれた。 

8:9 彼らはそれを聞くと、年長者たちから始めて、ひ

とりひとり出て行き、イエスがひとり残された。女はそ

のままそこにいた。 

8:10 イエスは身を起こして、その女に言われた。「婦

人よ。あの人たちは今どこにいますか。あなたを罪

に定める者はなかったのですか。」 

8:11 彼女は言った。「だれもいません。」そこで、イエ

スは言われた。「わたしもあなたを罪に定めない。行

きなさい。今からは決して罪を犯してはなりません。」 

 

この箇所では、姦淫の罪で捕らえられた女性

に関して、イエスがどう反応されたかを記して

います。姦淫の罪は旧約聖書の法によれば、重

い罪であり石打ちの死刑に相当する罪でした。

したがってこの女は皆から石を投げつけられ、

その石により、殺される運命にあったのです。 

 

その女に対して、イエスがどのように対応し

たかと言うと、上記の記述通り、イエスは今に

も石を投げつけられそうだった彼女をその刑か

ら救いました。さらに、「私もあなたを罪に定めな

い」と言われました。このようにして、イエスは

この女を彼女が本当は受けるはずだった死や罪

の罰から助けてあげたのです。 
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このことを通して、イエスがこの世に来られ

た理由、またひいては、神がどのように我々に

対応されているのかを理解することができます。

イエスが来られた理由、それは検察官のように

我々の罪を暴くためではない、そうではなくて、

逆に失敗や問題や罪に陥りやすい我々を助け、

何とか、救いの道を講じ、助けを与えるために

来られたことが分かるのです。自分が犯したそ

の罪の真っ只中で捕らえられ、今にも死刑にさ

れそうだった女がイエスにより救われ、命を助

けられたように、私たちの罪を暴いたり、糾弾

するためではなく、その罪に陥り、窮地にいる

私たちを助けるためにイエスが来られたこと、

また見えない神も我々に対してそう願っている

ことが、この箇所から理解できるのです。目に

見えない神の心や思い、心情が、この目に見え

るイエスのことば、行いを通してはっきりと理

解できるのです。 

 

さて、聖書の以下の箇所にイエスがこの世に

来られた理由についてこう書かれています。 

 

〔聖書箇所〕ヨハネの福音書3:17 

3:17 神が御子を世に遣わされたのは、世をさばくた

めではなく、御子によって世が救われるためである。 

 

ここに書かれているように、我々が救われ、

問題が解決され、癒されるために御子、すなわ

ちイエスは来られたのです。我々は時として自

分の力では余る解決不能な困難な問題に取り囲

まれることがあります。そんな時、絶望が心に

よぎるかもしれません。しかし、ここに神が

我々のために用意し、備え、解決を与えるべく

与えられた一人の人がいることを知りましょう。

福音書を読むとき、神からイエスが送られ、そ

のイエスにより、あらゆる人が自分の問題をこ

のイエスにより解決され、癒され、助けられて

いることを見ます。上記箇所では、自分の罪の

ゆえに死刑になりそうだった女が助けられてい

ます。また、他の箇所では、目が見えなかった

り、耳が聞こえなかったり、歩けなかった人々

が癒されています。これらのことは、遠い昔の

ことに過ぎないと思えるかもしれません。しか

し、そう思ってしまうなら、せっかくの救いの

道を失ってしまいます。上記箇所に「神が御子を

世に遣わされたのは・・・御子によって世が救われる

ためである。」と書かれているように、神は我々の

問題を見過ごしにしようとは思っておらず、逆

に私たちを救うために、神の御子であるイエス

をわざわざ送られたので、この方を信じ、頼る

人は救いを得、助けを受けるのです。 

 

私個人のことを言うなら、私も４０年以上に

及ぶクリスチャン生活の中でこのイエスに祈り、

結果助けられた経験は数知れずあります。たと

えば、ある時、私は仕事でリストラ宣告された

ことがありました。次の引継ぎの人が送られて

きて、仕事をその人に任せるよう言われたので

す。しかし、それでは、私の家族一家４人が食

べていけません。それで、私は仕事のために祈

りました。「イエス様、もし、私の仕事が続く

のがあなたの御心でしたら、この仕事を守って

ください。」そのように祈ったあと、不思議な

ことが起こりました。引継ぎの人が仕事を引き

受けた途端にトラブル続出になったのです。そ

の結果、音をあげた上司が仕方なく、再度その

仕事を私に戻すようにしました。結果、一度は

リストラ扱いだった私が、再度仕事に復帰でき

たのです。あり得ないことです。しかし、この

ように、イエスは私たちの救い主として神によ

ってこの世に来られました。この方に祈り、求

める人は問題の解決を得ることを知りましょう。 

 

 
姦淫の女とイエス:キリストは我々の罪を罰するために

来たのではなく、我々が罪の罰を受けないよう助けに

来られた。 
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人はどこから誕生したのか？その問題に関し

て聖書は「神が人を創造した」と述べます。し

かし、日本においては、学校で進化論が教えら

れており、人は猿から進化したと説きます。で

は、その進化論は正しいのか？それをこのシリ

ーズで見ています。 

 

すでに見てきたように、進化論は、現在でも

あくまでも論、理論に過ぎません。進化論者は

人間も生物も偶然に進化したとの自分たちの考

えを堅く信じていますが、問題は彼らの言う進

化の証拠がどこにも見当たらない、ということ

なのです。 

 

前号では、人の頭蓋骨と猿のあご骨を合体さ

せたインチキ原人、ピルトダウン人を見ました

が、今回は進化論の反復説を唱える、ヘッケル

の図が捏造である、ということを見ていきまし

ょう。 

 

ダーウィンの進化論を信じるヘッケルは、１

９世紀に反復説なる考えを打ち出しました。そ

れは進化論を裏づけ、強化する理論でした。進

化論は人も、魚も、鳥もみな、同じ祖先から進

化したと論じます。ヘッケルもこの説を強化す

べく、人も、魚もカエルも鳥もみな、同じ胚の

形から誕生することを語り、みな、進化の過程

を反復するようにして誕生することを語りまし

た。ヘッケルの描いた各生物のそれぞれの胚の

図を見ると、どれも確かに似ていることが分か

ります。人も魚も鶏も大人になった姿は異なる

が、しかし、その胚を見るとどれも同じ姿に見

えるのです。この図を見ると、なるほど、やは

り進化論は正しい、どの生物もみな、同じ先祖

から進化したのだと思えてしまうのです。この

ヘッケルの図は今でも学校の教科書に掲載され

ており、進化論の有力な証拠とされています。

さて、そのような彼の胚の図が実際の胚と異な

る捏造の図である、全くの偽りの図であるなど

と言ったら驚くでしょうか？ 

 

比べれば、一目瞭然です。下記の図を見てく

ださい。２段に分かれていますが、上段には、

ヘッケルが描いた胚の図を載せています。左か

ら、魚、山椒魚、亀、にわとり、兎、人間の胚

が描かれています。どれも確かによく似ていま

す。しかし、これらは実際の胚とは異なります。

同じ図の下の段に実際の胚の写真が載っていま

す。この写真を見ると、実際の生き物の胚は、

魚にしても山椒魚にしてもヘッケルの図と似て

も似つかないことが分かります。 

 

何でこんなインチキの図をヘッケルは描いた

のでしょう？この件に関連して、１９０８年に

ヘッケルは自ら次のような弁明の一文をベルリ

ンの新聞に書き送っています。「確かにある意味

で偽物であることを認め悔いてはいるが、そもそも現

時点での観察資料が不完全かつ不十分であること

が原因で、失われた環は無理を承知で仮説で埋め、

比較に基づく総合判断によって復元しなければなら

ない。」 

 

要するにヘッケル自身も自分の図が間違って

いることを認めているのです。また、失われた

環、すなわちダーウィンの言う進化論を裏づけ

る中間種がどうしても存在しないので、無理を

承知で、自分で強引な論理、展開に持っていっ

たと、自分のインチキの弁明を行っているので

す。 

 

このようなわけで、神が、人を、動物を創造

したとの教えに反旗を翻した進化論ですが、そ

の進化の証拠とはこのように危ういものなので

す。進化論、それは図を描いた本人さえ、すで

に誤りを認めている図を教科書に用いなければ、

成り立たないインチキな理論なのです。 

 

 
ヘッケルの胚の図と実際の胚の比較 
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〔聖書箇所〕箴言 8:17,18 

8:17 わたしを愛する者を、わたしは愛する。わたしを熱心

に捜す者は、わたしを見つける。 

8:18 富と誉れとはわたしとともにあり、尊い宝物と義もわ

たしとともにある。 

 

一般的に、そして世の中において、豊かになるため

に、あるいは良い暮らしをするために、一生懸命働い

たり、頑張って貯金をしたりする、という考えがある

と思います。もちろんそれは一面の事実でもあります。

また、実際に働かないとお金は得られませんし、そう

しなければ結果として生活に困窮してしまうと思いま

す。なので、ごく当たり前のことではありますが、そ

れは私たちが生きていく上で、必須であるとも言えま

す。 

 
 そんな風に、たしかに物理的にお金を得ることは大

事なのではありますが・・・しかしそれはそうとして、

「富」ということに関して、「わたし（神さま、イエスさま）

とともにある」というのが聖書での主張だということに

気付かされます。そんなことを聞いても、「ハァ？何

それ？」と思うかもしれません。でも、聖書にこのよ

うに書いている以上、「そうなのかもしれない」と受

け止めていくなら、のちに「幸い」を得ますので、よ

ろしければ見てみましょう。 
 
 それに関して、前節の「わたしを熱心に捜す者」とい

うことばに続いて書かれています。仮にですよ、本当

に仮に・・・ある時、突如として職を失う、なんてい

う状況になったとして・・・普通なら職安へ行ったり、

面接へ行ったりと、就職活動を真っ先に考えると思い

ます。もちろんそれは悪いことではないと思います。

ごく、普通のことだと思います。しかしですね、聖書

ではそれに関して、まず、「わたしを熱心に捜す」こと

をおすすめしています。そんな風に聞くと、「ふざけ

るな！突拍子も無いことを言うな！」と怒り出す人も

いるかもしれませんが・・・しかし、他の箇所におい

ても、それに関してこのように書かれています。 
 
〔聖書箇所〕マタイの福音書 6:31‐33 

6:31 そういうわけだから、何を食べるか、何を飲むか、何

を着るか、などと言って心配するのはやめなさい。 

6:32 こういうものはみな、異邦人が切に求めているもの

なのです。しかし、あなたがたの天の父は、それがみなあ

なたがたに必要であることを知っておられます。 

6:33 だから、神の国とその義とをまず第一に求めなさい。

そうすれば、それに加えて、これらのものはすべて与えら

れます。 

 これはイエスさまが言われたことばです。３１節で

「心配するのはやめなさい」と言われています。「冗談

じゃあない。明日からどうするんだ！」と思いますよ

ね？たしかにそうなのですが・・・でも、イエスさま

は、そして聖書はこのように言っています。そしてそ

の心配を打ち消すかのごとく、３２節にて、「天の父

は～知っておられます」とあります。このことばを聞く

と、少しホッとしませんでしょうか？もう、すでに神

さまはこのことを知っておられるので、大丈夫ですよ

～、安心しなさい！と語っているのです。さらに続い

て、３３節のことが言われているのです。「神の国とそ

の義とをまず第一に求めよ！」と。ちなみに「まず第一に

求めなさい」の「求めなさい」のことばは、冒頭の「捜す」

のことばと、同じ意味合いで使われています。両者共

に、ＫＪＶ訳の聖書では“ｓｅｅｋ”（求める、捜

す）ということばが使われています。そしてそのこと

を本当に実践するなら・・・「それに加えて～与えられ

ます」ということが約束されるのです。「エッ、信じら

れない？」と思うかもしれませんが・・・以下のこと

を通して、信じていただけると幸いかな？と思います。 
 

レムナントキリスト教会の牧師（エレミヤ牧師）は、

このみことばをひたすら信じて、その通りに実践して

きた結果、今日まで経済が守られているとのことです。

過去、職場で働いていた頃にピンチを迎えたことがあ

ったそうですが、その時にもこのことばを信じること

に徹したそうです。そうしたら危機一髪のところ、神

さまからの不思議な守りや助けが与えられたそうです。 
 
 時として・・・聖書のことばは、私たちの常識や考

えとは大分違うかもしれませんが、しかしこのことを

信じて実践していくときに、恵みや祝福が約束されて

いきます。また、経済も守られたりするのです。つま

り、神さまを求めていくときに・・・必要なすべての

ものが与えられるということを、今回のみことばは証

明しているのでは？と思います。 
 
結論として言えることは・・・このように聖書には

私たちの人生のあらゆることと密接な関係があ

り・・・「富」すなわち「経済」のこととかに関しても、

ヒントや答えがある、ということが理解できるので

は？と思います。経済のこともそうですが、他のこと

に関しても、もし何か困っていたり、悩んでいたりし

ましたら、ぜひ実践してみてください。神さまの助け

や守りや良い解決が与えられますように、お祈りして

おります。 
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------------------------------------------------------------------------------------------

〔聖書箇所〕詩篇 3:7 

3:7 主よ。立ち上がってください。私の神。私をお救いくだ

さい。あなたは私のすべての敵の頬を打ち、悪者の歯を

打ち砕いてくださいます。 

 

 ごくごく一般的なことではありますが・・・誰か

に何か嫌なことを言われたり、されたりしたら、少

なくとも良い気持ちはしませんよね？まして、不当

な目に会ったとしたら、相手を許せなかったりしま

すよね？また、場合によっては、「いつか仕返し

を・・・」なんてことを考えなくもないと思います。

そう、「目には目を」「歯には歯を」ということば

ではありませんが、やったらやり返す、あるいはそ

れにとどまらず、倍にして返してやる！なんてこと

もあるかもしれません。しかし、聖書ではこういっ

たことについて、一切奨励してはおりません。「え

えっ、嫌なことをする人には仕返しして当然でし

ょ？」と思うでしょう。はたまた、「何も悪くは無

い。悪いのはそういう目に会わせる人なのだから」

と。理屈はたしかにそうなのですが、しかし今一度、

聖書ではどう語っているのか？を見ていきたいと思

います。 
 
 上記聖書のことばは、ダビデが自分を殺そうとし

た息子アブシャロムから逃げて来た時に、神さまに

向かってお祈りしたことばです。ダビデは何も悪い

ことはしていないのですが、しかし息子アブシャロ

ムは父に代わって王位を取ろうと、そのためにダビ

デを殺害するために追いかけたのです。それこそ聞

けば、「ダビデは何も悪くない。アブシャロムはと

んでもない奴だ！こんな者はすぐに抹殺してしま

え！」なんていう意見もあるでしょう。しかしダビ

デはそのようにはしませんでした。自分を救ってく

ださるように祈り、そして、「あなたは私のすべての

敵の頬を打ち、悪者の歯を打ち砕いてくださいます」とあ

りますように、アブシャロムのすべてを神さまの手

にお任せしました。自分では一切、手を下すことな

く、しかしその代わりに神さまにお願いしたのです。

その結果、どうなったか？と言うと、アブシャロム

は結局のところ、ダビデの部下の手によって命を奪

われたのです。ダビデがあわや、もうダメだ～、と

いうときに、神さまからの助けが彼の上に与えられ、

しかもそれだけではなく、ダビデの敵となった息子

アブシャロムへの報復が速やかになされたのです。

ちなみに、神さまの敵となる人への報復に関して、

別の箇所でも語っていますので、そこも見てみまし

ょう。 
 
〔聖書箇所〕ローマ人への手紙 12:19 

12:19 愛する人たち。自分で復讐してはいけません。神

の怒りに任せなさい。それは、こう書いてあるからです。

「復讐はわたしのすることである。わたしが報いをする、

と主は言われる。」 
 
 ダビデが自ら手を下さなかったように、ここでも、

自分で「復讐」することを禁じています。それに関し

て、「復讐はわたし（神）がする。わたしが報いる」と言

っています。 
 
 そのことに関してさらにもうひとつ例を挙げるな

ら・・・旧約聖書の士師記にはこのようにも書かれ

ています。 
 
〔聖書箇所〕士師記 1:6,7 

1:6 ところが、アドニ・ベゼクが逃げたので、彼らはあとを

追って彼を捕え、その手足の親指を切り取った。 

1:7 すると、アドニ・ベゼクは言った。「私の食卓の下で、

手足の親指を切り取られた七十人の王たちが、パンくず

を集めていたものだ。神は私がしたとおりのことを、私に

報いられた。」それから、彼らはアドニ・ベゼクをエルサレ

ムに連れて行ったが、彼はそこで死んだ。 

 
これもまさに神さまからの「復讐」とか「報復」

と言えるのではないでしょうか？また、同じ詩篇に

は、「わたしが、定めの時を決め、わたしみずから公正

にさばく。」（詩篇７５篇２節）ということが言われていま

す。ですから結論として、たとえ私たちが何らか理

不尽な目に会ったり、嫌な目に会ったとしても、決

して自分では「復讐」とか「仕返し」をしないこと

をおすすめいたします。神さまが「みずから公正にさ

ばく」と言っていますのでお任せしたいと思います。

そうしていくときに、人間的には形勢が悪いと思う

ような状況であっても、心の内側は平安や喜びで満

ちていきます。そしてそれだけでなく、神さまの時

に、神さまの方法で「さばき」がなされていきます

ので、何も心配する必要が無いのです。反対に、相

手が悪く、いくらこちらが正しいと言っても・・・

しかし自分の手を下してしまうというときに、神さ

まからの怒りを招いたり、相手と同じさばきを受け

てしまう可能性がありますので気を付けていきたい

と思います。よろしければ、こういうことも心に留

めておいていただけると幸いかと思います。 

 

 
神さまがさばきを行う 
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------------------------------------------------------------------------------------------

〔聖書箇所〕Ⅰコリント人への手紙10:18-20 

10:18 肉によるイスラエルのことを考えてみなさい。

供え物を食べる者は、祭壇にあずかるではありませ

んか。 

10:19 私は何を言おうとしているのでしょう。偶像の

神にささげた肉に、何か意味があるとか、偶像の神

に真実な意味があるとか、言おうとしているのでしょ

うか。 

10:20 いや、彼らのささげる物は、神にではなくて悪

霊にささげられている、と言っているのです。私は、

あなたがたに悪霊と交わる者になってもらいたくあり

ません。 

 

 私は、今は神様を信じてから、徐々に霊的な

影響から解放されていることをとても幸いと思

っています。私は沖縄で生まれ、上京するまで

真の神様であるイエス・キリストを知らずに育

ちました。田舎では家に大きな造り付けの仏壇

があり、そこに先祖の位牌もあるのですが、そ

れに手を合わせて祈ることをごく普通のことと

して受け入れて育ちました。周りの人と同じよ

うに、祖先崇拝をすることは人としてとても大

切な事である、と信じきっていました。しかし、

それとともに、心の中では、もし仏壇を拝まな

いと祟られるのではとの恐れもあったと思いま

す。 
 
今、クリスチャンになって考えるに、祖先を

軽視して良いとは思いません。ただ、問題なの

は、その頃、真の神様ではなく、偶像（人の手

によって作られたもの）を拝んでいたことが問

題だと思います。冒頭の聖書のことばにありま

すように、私は偶像である仏壇を拝んだり、仏

壇の供え物を食べる中で、真の神ならぬ、悪霊

と交わりを持ってしまったようなのです。偶像

（仏壇）は、神の霊ではなく、悪霊の下にある

ので、結果、私は悪霊的な影響を受けていたよ

うなのです。 
 
その頃は特別意識した信仰を持って仏壇を拝

んでいたわけではなかったのですが、しかし、

何はともあれ、拝むという行為を通して、悪霊

的な影響を受けていたのです。 

 

その結果、私は悪霊的な影響を生活の中で受

けるようになりました。 

 

１０代の頃はよく悪夢を見、夢の中で大声で

怒鳴ったりしていました。そのさなか、途中で

夢から覚めたことを何度か覚えています。夢の

中で激しい歯軋りもしていました。 

 

私は普段は、おとなしい性格なのですが、夢

の中では、大きな声で怒鳴ったり、歯軋りを自

分の意に反して行っていました。私の母は子ど

ものことには敏感でとても思いやりのある人で

した。私のこのような状況を心配してくれてい

ました。ある時は、朝起きたら、私の枕元には、

小皿に盛った塩がありました。母が用意したの

です。よっぽど、私の寝ている時の状態が異常

に思えたのでしょうか。その時は、少しびっく

りしましたが、特別気にはしませんでした。 

 

その後、上京しましたが、状況は変わりませ

んでした。その後、東京で、友人の勧めで教会

へ行くことになりました。教会へ行くのは少し

躊躇しました。それは、私にとって、ハードル

の高いことだったのです。しかし、通い続け、

キリストを信じ、洗礼も後に受けました。そし

て、キリストを信じる生活を続ける中で、私に

変化が起きました。いつの間にか、悩みだった

悪夢を見ることから開放され、歯軋りをしたり、

怒鳴ったりをしなくなりました。２０代の前半

でこれらのことから癒されました。 

 

キリストに祈り、神の聖霊との交わりの中で

これらの悪霊の影響が消えていったのだと思い

ます。偶像崇拝は大きな罪だと、後で知るよう

になりました。神のことばである聖書は、学校

では教えてもらえない大切なことを私にも教え

てくれます。このような悪夢やら、悲観的な考

えから、私を助け出してくださったイエス・キ

リストに感謝いたします 。 
 

 
仏壇を拝むことは霊的な影響を及ぼす 
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------------------------------------------------------------------------------------------------ 
＜聖書と偉人＞ 
ナポレオン 
 

 
------------------------------------------------------------------------------------------------ 
＜お知らせコーナー＞ 
 

●月刊バイブル無料プレゼント！（限定５名様） 
 

月刊バイブルお読みになっていかがでしたか？もし興味があり、購読をご希望の方はお

申し込みください。尚、期間限定サービスとして、申し込み順で５名様までに、本紙、送

料共に「１年間無料！」で送付することにします。ご希望の方は以下を記載の上、

mail:truth216@nifty.com もしくは fax:020－4623－5255 もしくは tel:042－364－2327
へご連絡ください。先着５名様に郵送でお送りします。 
 

「月刊バイブル無料サービスに申し込みます。」 

住所: 

名前: 
 

●レムナントキリスト教会「日曜礼拝」のご案内 
 

曜日/時間:毎週日曜日/午前 10:30－12:30,午後 14:00－16:00 
場所:東京都、京王線府中駅前、府中グリーンプラザ本館（tel:042－360－3311） 
1F のエレベーター脇の部屋表示板で、「レムナントキリスト教会」の部屋を確認くださ

い。 
どなたでも来会歓迎、入場無料です。tel:042－364－2327, mail:truth216@nifty.com 
 

★教会のＨＰもあります。 

ご興味のある方は、“Yahoo！Japan”で、「府中 レムナントキリスト教会」で検索ください。 

尚、レムナントキリスト教会はプロテスタントの教会です。ものみの塔や統一教会とは関係あり

ません。 
 

☆クリスチャンになったばかりの方やノンクリスチャンの方におすすめのサイト:オリーブ＆ミルト

ス http://remnantnotudoi.jimdo.com/ 
☆クリスチャンの方におすすめのサイト:エレミヤの部屋 

http://www.geocities.co.jp/Technopolis/6810/ 

聖書は、単なる書物ではない。 

じつに生き物である。 

それに反対するすべてのものを 

征服する力を持つものである。 


